
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより     第５号 

すがわら  

令和５年 9 月 

愛川町立菅原小学校 

発行責任者  前盛 朋樹 

電話046-285-2794 

 

2 学期がスタートしました！ 
校長  前 盛 朋 樹   

 

 長い４２日間の夏休みを終え、子どもたちの元気な声が学校に帰ってきました。新たなお友達も

迎え、2学期がスタートしました！ 

 

始業式では、「お帰りなさ～い！」「ただいま～！」のあいさつから始まり、１学期の終業式で話

した「３つの宿題」について話をしました。 

① 「あゆみ」を見せて、褒めてもらうこと 

② 何か１つ決めて継続チャレンジすること 

  （一日たった５分でも、42日間続ければ3時間半になる！） 

③ 2学期、元気に学校に帰ってくること 

この3つです。夏休みの過ごし方はそれぞれだったと思いますが、この３つは、2学期にもその

まま生かすことのできる考え方だと思っています。 

① 子どもの長所に着目し、折に触れて「ほめる」 

② 夏休みと同じことでも違うことでも何か１つ決めて「継続チャレンジする」 

  （一日たった５分でも、２学期１１３日間続ければ約９時間半になる！） 

③ 健康と安全に気を付けて、「元気に過ごす」 

特に①は、私たち大人がみんなで行い、子どもたちの「自己肯定感」をさらに上げていきたいで

すね！ 

 

 そして、始業式でのエピソードをもう一つ。「１学期末に産前休暇に入られた髙橋先生が、８月

３０日、無事男の子を出産されました！」と伝えると、子どもたちから歓声と拍手が沸き起こり・・・。

子どもたち一人一人が持っている「やさしさ」に触れ、心がとても温かくなりました。とっても素

敵な菅原小学校の子どもたちです。あらためて2学期、友達や仲間のがんばりを認め、さらに多く

の拍手が沸き起こる学級、学年、学校を目指していきたいと思います。 

 

2 学期は、1 年の中で一番長く、様々な学習や行事が予定されています。校外学習や遠足、修学

旅行やキャンプ、4 年ぶりの開催となるふれあいレクリエーション「菅原っ子チャレンジ」に菅原

まつり。学校の一番の特徴である「集団生活」を通した「関わり」の中で子どもたちが成長してい

けるよう、教育活動に取り組んでいきたいと思います。 

 

 まだまだ暑い日が続いており、毎朝、校門で子どもたちにあいさつをしながら様子を見ていると、

朝から疲れた顔をしている子どもも見かけます。熱中症に気を付けながら、ご家庭におかれまして

は、あらためて「早寝・早起き・朝ごはん」の生活のリズムをお子様とともに意識いただき、子ど

もたちが元気に頑張れるよう、送り出していただけたらと思います。 

 また、少しずつですが、体調不良の子どもが増えてきています。手洗いや換気等、あらためて感

染症対策に気を付けながら、2 学期の教育活動を進めてまいります。2 学期も、ともに菅原っ子を

育てていきましょう。ご支援・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

カヌー教室 草刈り あいさつ運動 

 

□か  考える子 

□が  がんばる子 

□や  やさしい心の子 

□け  元気な子 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

9月 114日（木） ６年修学旅行（日光） 

15日（金） ６年修学旅行（〃） 

19日（火） クラブ 

21日（木） ５年キャンプ（愛川ふれあいの村） 

22日（金） ５年キャンプ（〃） 

26日（火） ３年懐かしの学び舎体験 

28日（木） 学校公開日 

29日（金） 学校公開日 

10月13日（火） ２年遠足（ズーラシア） 

    ５日（木） ４年稲刈り 

6日（金） １年遠足（麻溝公園） 

10日（火） クラブ、４年稲刈り（予備日） 

12日（木） ４年遠足（はまぎん子ども宇宙科学館） 

13日（金） ６年連合運動会（中津小） 

 

2 学期の行事予定 

校 内 研 究 

          研究主任  

 

本校では、「学ぶ楽しさやよさに気付
き、自ら学ぼうとする子の育成」をテー
マに STEAM 教育の研究に取り組んで
います。 

STEAM教育とは、科学（Science）、
技 術 （ Technology ） 、 工 学
（Engineering）、芸術・リベラルアーツ
（Arts）、数学（Mathematics）の5つ
の領域を対象とした理数教育に創造性教
育を加えた教育理念のことであり、知る
（探究）とつくる（創造）のサイクルを
生み出す、分野横断的な学びです。変化
の多い今の時代だからこそ、子ども達に
も、自分自身で課題を見つけ、多面的に
考え、創造する力を身につけてほしいと
思います。 

第１８回 親子カヌー教室 

  
  

９月２日（土）に宮ケ瀬湖の親水池で、スクラムパパ主催の「親子カヌー教室」が
開催されました。４年ぶりとなりましたが、児童保護者教職員合わせ５０名近くの参
加がありました。 

３年生以上は一人乗りカヤックに挑戦し、１，２年生は保護者と一緒にカナディア
ンに乗りました。陸上でパドルを漕ぐ練習をしているときの児童の動きはぎこちな
く、少し不安を感じることもありましたが、いざカヌーに乗り湖に出ると、すぐに慣
れ軽快に漕ぐ様子に子どもたちの飲み込みの早さを感じました。 

普段行くことのできない噴水の周りに行ったり、日本一小さいねずみであるカヤネ
ズミの巣を見たり、様々な貴重な体験を積めたのではないかと思います。これからも
子どもたちには、様々な経験を通して成長していってほしいです。                     


